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国民政府期中国における

綿紗統税改訂問題と H中紡織資本
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おわりに

はじめに

中国経済が恐慌による不況に沈みきっていた

1934年10月8日、国民政府財政部は，綿紗統悦

の約20~ゞ ふ増悦を発表した。しかし， この増税政

策はさまさまな曲折を経て19:35年5月には実施

か延期されることになり，その結果，増税U)実

施は最気か阿復し嗚各紡織工場U)経営が好f.1：す

る37年6月まて遅れることになったのである。

この事実は国民政府の政策決定と実施過程にお

し只て，国民政府U)政策意図を加l約ずるような佃

らかU)政府外U)1「)Jか存在したことをボ唆して

しヽる。

統税とは，従来あった各種の雑悦や，貨物税

を統—↓たところに由来した名称てある。こ U)

悦は都rliIJ)近代的庁業に課せられた製造者泊費

税であり，その端緒となったのは1927年から実

施された紙巻タハコ統税（以ドタハコ統悦と略）

てあった□lI 1928年に小麦粉か諜税対象品ll 

に加わった後、 :ll.if1月の 1り椅｝JIH兒（椅金を

撤廃し，新たな税を没附すること 筆者）によ
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り綿糸、マッチ，セメントにも統税が課せられ，

いわゆる 5種統税となった。統税の具体的な徴

税方法として（よ，財政部から派遣された係官が

T場に常駐し，製造業者は製品を「ル場から出荷

する際に，係官から購人した税票を貨物に貼付

し， これを係‘げが確品ずるとしヽうも U)てあったc

統税は表］に見られるように，国民政府り財

政において， rx]税・塩税とともに 3大間接税と

呼はれ里要な税収源のひとつであった C 国民政

府ば慢性的な悦収不足に悩まされており今 この

税収不足を内｛責により補埴していた。統悦ぱこ

U)ような内｛責の担保となるものてあり，導人は

不可欠てあったしまた国民政府は地方籾力との

妥協の鈷果， t地税てある田賦を放窮しており，

この様な兄地がらも，部liiu)廂業を基盤とする

統税は必要な税制てあった。そして綿紗統税の

税収ば表 2,こ見られるように統税0)税収中に

おしヽ て夕 Jヽコ統悦に次くも U)であり，そい胄IJ合

は小さなものではなかった。

方，綿紗統税を納付する側は、民族紡， H

本行本（I：革紡（以下， h華紡と略），イキリス系

在華紡u)3'）U)国籍の紡織責本であ、）た 民族

紡は中国の近代産業中最大の部門であり，在華

紡は日本の対華民間投賓中齢大を誨るものであ

った。 11.l民政府統治期は＇ この両者か中1Kl11i場

の覇権をかけて激しく説争していた時期てあっ

たか，綿紗統税は製造者消費税という性格上，

アジア経済 XXXVI-5 (1995.:i) 
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表 1 関税・塩税・統税徴収額および税収に占める割合 0928~40年）

会叶年度］）

1928 

1929 

1930 

1931 

1932 

1 933 

1934 

1935 

1936 

1937-38 

19372 I 

19:383 I 

1939 

1940 

全税収人

(100)J• Iじ）

246 

451 

531 

616 

582 

660 

649 

622 

769 

450 

839 

；ど
―
□1

9

ーー

‘,＇‘ 

税

~
7
9
7
6
 

額
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徴
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一

3 1 3 

370 

326 

352 

353 

272 

379 

239 

369 

212 • 128 

二二 3]［

58.9 

60.1 

56.0 

53.3 

54. 4 

43.7 

4 9. 3 

53. l 

44.0 

60.4 

71.6 

14.3 

塩税

徴収額
(100万｝じ）

30 

122 

150 

144 

158 

177 

167 

1 8 1 

197 

] 1 1 

228 

47 

61 

80 

％ 

12.2 

27.1 

28.2 

23.4 

27.1 

26.8 

, 25. 7 

29.6 

; 25.6 

I 
i 31.3 
I 27.2 

22.2 

12.6 

30.1 

統税
... 

徴収額
(100万元）

30 

41 

53 

89 

80 

106 

105 

135 

158 

3(） 

175 

16 

22 

46 

I 
！税収中

三に占め
） る三税

j、一1)：1 の割合

12.2 97.2 

9. J I 97.4 

10.0. 97.1 

14. 4 I 97. 9 

13.7 

16.1 

16.2 

21. 7 

20.5 

6.7 

20.9 

7.5 

, 4. 6 

17.3 

96.8 

96.2 

96.3 

95.0 

95.4 

91.0 

92.1 

90.1 

88.8 

61. 7 

（出所） Arthur N. Young, China'., Nation building Effort 1927-1937(Stanford: Stanford University 
Press, 1971), pp. 433-435/Arthur N. Young, China's Wartime Finance and Inflation 1937— 

1945 (Stanford: Stanford University Press. 1965). p. 14／小林幾二郎『支那財政経済論』叢文閣
1938年 134ペーシ）

(ii) 1) 会叶年度は、そU)年7月 111から翌什 6月30日までの期間。ただし1937年からば史料上の

制約により 1月11 lから12月3lHの期間
2) 1937斗度における f算額。
3) 後半期のみ＂

等級の設定など運用如何によって，両者の競争

に大きな影響を与えることになったわけで，こ

のため両者とも，綿紗統税の改訂に大きな関心

をホすこととなった(})てあるサ 2)0 

従来の研究においては，綿紗統税の政策決定

過程は十分に考察されず，最終的に確定した政

策の内容のみが分析の対象とされてきた。すな

わち， 23番手を境界とした従量税である綿紗統

税ぱ，付加価値の高い細番手糸を主に生産して

いた在華紡に打利て。付加価値0)低い太番手糸

をtに生産していた民族紡に不利な税制であっ

たとするものてある紅i.}！r．しかし一般の開発途

上国と同様に｀りり体な自国の産業を保護しつつ、

財政基盤を確立するという難問を抱えていた国

民政府hi4)の税制をめぐる諸政策の決定過程は，

結束かう類推できるほどに単純なものではなか

ったのであり，綿紗統税についてもこの点に注

してぢ察すぺきである：，すてに筆者は， 1929

年から31年にかけての綿紗統税U)政策決定過程

において，国家財政の確立と産業基盤の保護と

いう課題を抱えた国民政府に対し，日本外務省，

在華紡，民族紡の諸勢力が如何に影響力を及ほ

し，最終的な政策実施に至ったのかを明らかに

した 施行された綿紗統税か結果として在華紡

にfi利になったとしても、民族紡はその政策決

定過程に強い影響力を行使しており，「綿紗統

49 
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表 2 項目別統税徴収額とその割合
（単位：元，かっこ内は%)

項 H 19:n 19::l2 
＇ 

1933 1934 1935 
--―--- I 

紙巻タバコ 55,225,765 58, 483, 830 9 57彎 610,488 71,009,921 75,000,566 

(69.07) (66. 71) (fi2. 72) (60. 3 7) (62.76) 

綿 糸 15, 2/12, 999 18,636.29-1 20,180,.520 23,476,734 21, m,  785 

(1 9. （）6) (21. 26) (21. 97) (19. 96) (17.92) 

,j ¥ 麦 粉 5,765,726 4,680,052 5, 1 3 1、280 5,900,546 5,716,328 

(7. 21) (5. 34) (3. 9 2) (5.02) 14.78) 

→ ヽ ツ チ 2囀 941, 9 1 3 :J, 545、35(） 4、222,191 9,010,110 8, 959, （）33 

(3.68) (4.04) (--1.60) 1 (7.66) (7.50) 

セメント 779會 833 740, 192 1,121,409 3,544,292 2号 930,676 

(O. 98 } (｛）．84) (1. 22) I (3. 0 l) (2.45) 

梨巻・ヒール l、579,831 3, 28ぶ157 4,675,740 5曹 188,584

・洋酒 I l.80) (9 : }. 5 8) (3.98) (4.59) 

合 9, | ^ 79,956、236 87,665,549 9 1 ・ 834, （）45 117,617, :343 119, 5f)fi, 972 

(100) (1 (）（●）） 000) (100) (100) 

（出所） 叫由月 l:ll』第 4巻第 3柑l 19:l2斗 3月 G9, 7(）へ シ／同誌 第 6巻第 4期 1933,f,1月

82ヘーシ／r,,]誌第9巻第 2期 19]4年 8月 79ヘーシ／同誌第10巻第 4期］935年 1月 61

ベーシ／柘］誌第12巻第 5期 l936年 5月 5(）ペーシ

税条令」は同民政府か単線的に在華紡い要求

を受人れた結果てはなく，国民政府と日本外務

省，在華紘民放紡など0)，渚勢）JU)利‘1砂）凋整

U)結果たったりてある ((13, 

近年の中1Lll且民政府史研究の進展により， l五］

政府の政策決定過程に資本家層U)意向が大きく

反映されている中実は，個別経済政策を取 tけ

たけれ研究て指摘されるところとなった l'j-1,

般に、ひとつの政策の決定と実施過程にはさま

ざまな怠図と利内関係の交錯かあり八i7 ¥，それ

らの調整の粘果として，経済政策は決定される

U)であな国民政府におし＼ては，直箪の決定と

実施過程への政府外の，消勢力の介人を保乱tして

し）なかったか，それては， こうした1月家に対し

て，民朕紡胄本家府なとの政府外u)，；者勢力はし＼

かにして白らの息ぷを反映させえたのであろう

か，，こ())ような観、991,tl、から本稿は， 1934年l(）jjか

ら3935年平はまての綿紗統悦改；；ll間翡こit目し鳥
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円民政府財政部のみならす，綿紗統税に重要な

利古を有した日本外務省，在華日本紡績l口］業会，

華商紗廠連合会の動lh]を追いつつ，増税実施か

延期にし;たる過程を分析する 1,i入［こり綿紗統

悦改叶問題は、増悦())実施時期のみならす，悦

制の改丘T内容をも含む複雑なものとなったのて

あり，そ U)複雑さには国民政府に課せられた課

題てある吋政維持と産業保護の両立：，悦負担者

U)多様性とし＼う 2つの要因がり缶く作用していた

(}）てある本論で検吋する(})は後者の要因，ず

なわち華商紗廠連合会，在華日本紡績Inl業会，

l I本外務省か綿紗統悦改訂問題におし:：＂国民

政府の政策決定過程に｀いかなろ回路を通して，

しヽかなる影縛を与えたりかてある。

{，i l) ｛Il野健太郎 ｝ ； A1` り対IIりI訓lillitill11) 1 (、・111

央）＜ 芹`介業研究所年報」弟l(）り 198~年）

（；［ど） 19:tl年i))綿紗統悦改i[「に1祭して書 イギ）ス系

在華紡ぱ11り△った連動をしてしなし¥, これには以下())よ
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うな要囚か若えられるQ ひとつはイキリス系在華紡の中

国紡織業界に占める比項の低さてある 19：け年U)上海に

おける紡錘数を比較すれば，日本在華紡が50；入民族紡

か4:{~ゞ 入を占め， イギリス系在華紡はわずか 7セ，；を占める

に過きなかった（ 1:海市棉紡織工業同業公会滸備会 7中

国棉紡統計史料』 卜海 1950年 53~51ヘーシ） もう

ひとつは，日本訂本在華紡と比較した際の舒営方式の違

しヽ である。イギリス系{£華紡：よ、 日本資本在華紡か日本

からの直接投行という形態をとっていたのとは対照的に｀

現地の中国人による投資に大きく依存してし f:l930年

代に唯一経営を続けていた恰和紡織公Ti]（MOにイキリ

ス系{J:華紡として学げた1合和，公益，楊樹浦の 3丁場と

も1合和紡織公iilの所有）の株式のうち，実に8(）いを中国

人株 iが握ってし、たのてある（趙岡・陳鏑毅 f中国棉業

史』台北聯紆出版市業公n] 1977年 167̀ lf灼ヘーン）

（注 3) 厳中平『中国棉紡織史稿J 北点 科学出版f|

1955年 205~2()6ヘーシ。

(it4) |：洵II報社凋査編纂部『中華民国財政報；l；

民国21,22訓会，，十年度』 上海 l：海ll報fl 1935年5月

(ii••5) 富澤芳牝「綿紗統悦の導人をめくる日中紡織

貨本」（『史学研究』第19:l号 199]、'i'-J,

(it 6) 久保 'IU)関税史研究の語成呆。およひ岱澤

「綿紗統税の導人をめくる・・・湯．．」＼なお近年u)国民政府史

研究の成果については．笹川裕史＇戦後日本：こおける中

国国民政附 (Iり27~1!H9)研究）げ近きに(Iりて：第2l

号 199Vl）か詳しい

（汁 7) 安藤芳雄糾『日本舒済政策丸直卜巻 東京

大学出版会 l976] 第12章．，

(ii: 8) 193が1・の綿紗統税改汀問題に関する研究とし

て， 1-1.ichardC. Bush, The Politiい ofCotton 1しrtiitl}／ 

Kuomintm1u China 192919ぷ7(N訊 York:Garland 

Publishing, I 9821, pp. 218 257をあげることかてきる，

Bushは紡織党における政府のlし］iE)小ささと，民族紡

の独自竹0)大きさを解ll)jする［て改ば問辿に触凡華商

紗廠連合会か政府内部の同調行と協力しつ＇），孔祥熙財

政部1id)削税要求に抵抗し．嬰求した 1級制を受へれざ

せることに成功したか，括商紗廠i也合会「l身u)内部吋訂

により祈税制の'K施は 2 年以 1•遅れたとした Bnsh v) 

研究は｀民放紡U)政府に対する相対的な191、り付を明らか

にした点におtご似i<,9Hi'f111Jてきる しかし鴫 ĵ：こ中l嘩LLJ

新Iitl・雑品に依拠した史料的制約から｀ l j1泄Ij1→般と．

華廂紗廠叱合会内部の動向d)検討を1舎象しだ鈷丸 ‘F板

な分析に1;11,1ったように思われる本稿は BushU)研究：こ

叫噂的期叫lにおける綿紗統税改，［！！嗅と日中紡織賣本

対し． —定の批判を含意するもりとなろう

I 綿紗統税導入後の中国紡織業

綿紗統税の徴収は，「綿紗・マッチ・セメン

ト統税条令」に基づき， 1931年 2月 1日より 1姐

始された；il l。統税の徴収開始により，それま

て上場側が負担してきた租税は買方の負担とな

り，出荷時に丁,場側がだて替えることになっ

た1,i;），へ表 3に見られるように市場はさっそく

統税())徴収に反応し，各番「とも一斉に値を上

けており，この時点においては統税の価格への

転嫁か可能てあったことが分かる，

この背景には，］929年から311rにかけて中国

経済か好況状態にあったことが考えられる 大

恐慌による銀価格0)下洛か，銀本位制の中国に

巾記）インフレ状態をもたらした())である し

かし l931年 9月に，イギリスか金本位制を離脱

して腎理通貨制に移行すると，他の資本主義列

強もこれに追従したため，それまて下洛 Jjて

あった銀価格が次第に t昇し、中国は深刻なデ

フレ状態に陥ったのてある このテフレ u)影響

を深刻に受けたのか農村てあり，金融は逼迫し、

Ili場は縮小したりii［農村巾場の縮小は紡織業

り危機てもあった。市場の縮小によって綿糸価

格か徐々にド落した())である。この傾l{l]は表 l

に見られるように1934• 35両年をピークとし，

幣制改革を契機とする35年11月以降の景気回復

まて変わらなかった，こ u)間。統税の製品へU)

転嫁は次第に困難となり，綿紗統税は紡織業の

経常を圧迫する一度要囚となったのてある

永な紗廠 (I海），裕華紗廠（武漢）なとの民

朕紡U)＇常業報告悶には囀統税による利益 0)減少

か出されてしべる 9,11） たとえぱ裕華紗廠は曹統

ぅI
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表 3 統税導人前後の綿糸市況 (1包当り）
（単位：元）

製品名 11

9 9 1 -

水月42番手藍鳳32番 手立馬2(）番手 i五福20番手人鐘16番手大発10番手

年月 （内外綿） （日華紡績） i （大康紡績） （恰和紗廠） （申新紗廠） （崇信紗懃）

19:30年］0月

l 1 } j 

12月

1931年 1月

377.88 

404.5 

407.1 

432.0 

304.9 

301.8 

:302.:3 

:m.1 
2月2 ! 489.6 376.3 

3/l 529.0 36(!.'.:l 

4月 549., 362.7 

5JJ 515.7 428.6 

236.3 

'ー)'1))r9)．、,J J 

228.9 

238.0 

26 ]．0 

2 6 1. (） 

261.0 

'-）3-3-• 3 -

212.6 216.6 200.0 

207. l 213.7 196.6 

200.2 208.8 198.S 

209.5 214.2 193.9 

238.2 238.7 217.1 

242.2 237.0 218.0 

237.0 239.2 218.2 

229.6 238.2 210.6 

6 H,  495.8 362.0 259.8. 23:l.8 : 238.5 211.9 

7/] i 501.8 •'.:l57.l 2G9.6 1 241.0 i 243.0 I 226.7 
I I -・・ 

（出所） 『中行lll•恥第 1 巻第 4 期～第 3 巻第 1 期 1930年11月～ 1931年 8月の「商品」より，

各月のモード値を算出し． l Jじ— 0.72両て換けした．，

（注） 1) 内外綿． i]華紡禎，大康紡禎は日本資本在華紡，恰和紗蔽はイキリス系在華紡，由

新紗廠，慄信紗蔽は民朕紡

2) 2月 1日より， l包占り 23番「以下8.3幻元. 24番予以上11.625]じて綿紗統税の徴収間

始r,

表 4 綿糸市況辺推移 (1'凸廿り）
（単位：元）

標平糸1} 大発JO番 F 人鐘16番手 五福20番手 人鐘32番手

] 93 l 2 2 (）．（） 6 2 l : i. （） （I 広妬．68 2 1(）．3 8 

l !）32 227.Hfi 2(）（）．4 9 213.ii:l 219.27 2!J6.10 

l!J:l:l 1 9 7. 2 3 17].54 l決J.71 195.:15 2 4 8、02

l!J:l.1 181.52 1G7.8G 175..J9 178.80 232. 45 

1 9 3 5 17~.:i'.l lfi:l.:lO 17G.:、i(； 1 8 l. 5 (） 229. :12 

1936 205. ]] ] 9 (）．9 1 2 (） 6. s :｝ 2 1 4. 1 6 2 5 3. 88 

l 937 1 : 267.96 234. （) I 2 3、1.96 2 58. 5 3 3 5 8. 1(） 

（出li/i) 19311「から1936年まては叶中行ll |Il』およひ弁方織時報；各号の市況(})欄を郎

刑して使用したく、 19J7年は『申報； U）市況J)欄を棺理して使用したぐ

(it) l } ]月から 6月まて,})平均

2) 標準糸とは、華商紗布交易Iliにて綿糸を完買すろ際に基準となるものであ．り，

19:12り6月よては人鐘16番 f糸、 32り6月から 21]ま--は人鐘20番手糸＊以降は

令約2（）番 T-糸かこれにあだろ

悦丈施以前の納悦額の 8倍に＇りたる＇年間 2(）｝j ため統悦は、恐慌ドにおし＼て民族紡u)利益か激

心）悦負担により，進行中てあった紡錘陪没は 減ずると，利益r))ほとんとを飲み込み、場合に

両を断念せさるを得なくなったとし lう9,13 1 統 よっては欠1tiを牛しさせることにもなったいて

税は従限税てあ、）たたふ価格u)変動にかかわ ある 表 5と表 6は，民放紡U)中におしパて，比

らず l但ヽ liりU)と払 tヽ 額はうじてあった そu) 較的良好な経常を続けて t;fことされる裕華｀叶I

ぅ2
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叫⑭政府叫中国における綿紗統悦改，9［li暉と II中紡織i1本

表 5 裕華紡織公司（式漢｝
（単位：元）

-丁`. I --=-=; 

利益金(A)

諸税(B)

- I ベ

1930 

744,977 

58,908 

|―  

1931 i 1932 

503,216 

150,939 

1933 I 
t 

]， 07 1, 955 

:l83,340 

1934□ I936 

597,318 」43,798. I, 132働 383

437,912 I :154, 399 I 428亀 118

(A)-（B) L86,06□□□[/9□[ 688,615| 159,406 89,3991 703,965 
(R)/(A)(%) I 7.911 29.991 27.101 35.76 73.31: 79.861 3,.8:3 

（出所了＜裕大華紡資本集団史料＞編輯組『裕大華紡織資本集団史料』武漢 湖北人民出版社 1984年

89, 641, 642ペーシ。

（注） 111 民族紡の各上場では，＂者税を差し引いたものを純益としている。しかし本来，税金は利益

金分配において扱われるものてあるため｀ ここでは純益に諸税を加えたものを利益危としたc

以ド表 6' 表8, 表9も同様。

(2) 「廃両改元」 (1932年）以前の数値は｀ l両＝（）．72几の割合て算出した 表6～表 9も'"]様C

表 6 申新紡織公甘］第三廠（無錫）

（単位：元）

,,iiici-,・・-r，：口30諸税(B) 38, 900 
,““ 

(A) (B) I 901,230 

1932, 1936 
` `  ～ 

1,137, 130 I 1,306,540 

438, 160 ! 302, 690 
―---̀ t l --ゞ---
698, 970 ! 1, 003, 850 

(B) （A) （％） | 4.14| 38 ．竺□一竺•17-
（出所） 上海社会科学院経済研究所『茂新，福

新，申新系統栄家企業史料』 t海 t海）、

民出版社 1960年 628, 629ヘージ。

（注） 1930, 31. 33, 34, 35年度は史料か欠落。

新第口廠の利益金に占める]行税」の割合を小

している。これらの表から裕華，申新第二廠と

も統税咲人以降に 1諸税」 d)額が大きく増えて

いることが分かるが，この「諸税」のほとんど

が統税であった。何故なら綿紗統税実施にとも

ない，国民政府は従来の綿製品に対する各種雑

税を撤廃し，綿紗統税以外の綿製品への新規り

課税を禁止していたからてある。さらに重要な

ことは，表 7に示した永安紡織公司の状況も含

めて， 1934• 35両年度には利益金に占める統税

の割合が著しく高くなっている点であり，欠損

こそ生じてはいないものの，利益金の 80;二前

後は統税にくわれてしまっているのである。こ

うしてみると，たとえ経営が安定した工場にお

いても，恐慌J)影響がヒークに達した頃には、

統税が経営上において大きな負担となっていた

ことか分かるか｀ これら 3l且ー場に比較して経営

内容か劣っていた工場の場合は，市態はもっと

深刻であった 表 8は申新第一廠の経営状態を

表 7 水安紡織公 IIJ

（単位： Jじ）

- 759, 765 _ 1 799, 368 

7 bi)，7□/，32 (I 
19.97 I Ki.53 

（出所） 上海市紡織工業局等編『永安紡織印染公ぃj』北京 中華書局 1964年 222ペーシ。

1936 

I. 711, 12ti 

687,879 

1,023,217 

40.20 

（注I 水安の営業報告書て出統税・巡捐地悦 (t海市I)ヽ］ J)1：場が徴収された悦合）を差しリIいたも

U)を純益としている）しかし本来税金は利益分配で扱わかるも J)なり）で， ここでは、純益に統税

．巡捐地税を加えたも 0)を利益金とした，9

53 
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ボしているか， 1934年には利益金u)令てか統悦

にくわれ，欠損さえ生じてし 1る(})である',i{, C 

工場(})、't:地なと地域的な観点から見ると，統

税の実施によって最も大きな被古を被った(})は囀

山西や河北省内，それに長沙，蕪湖なと内陸部

に点在する紡織上場であったい 7＾たとえは山

叫省楡次の晋華紡織公dlては` 1931年 6月1日

から統税(})納付を開始したか (31年までu＇)胃華

U)営業報告には，租税d)欄は設けられておらす．

32年より祈たに設けられたことから｀評華り）納付

した租税のほとんとか統税てあると杓えらわる），

この新たな統税の負担は，折から 0)恐慌の波及

とともに，晋華0)経営を圧迫することになっ

た(iiHI'，衣 9はこ 0)腎華の経営状態を示してい

るか，特に1935年の状態かひとく，そもそも利

益金がなかったにもかかわらす囀統税を負担せ

さるを得なかったことにより， 35万元近い欠担

か生したのてあるまた湖南省長沙の湖南第一

紗廠ても｀統税の実施により経営か困難になっ

たとして、省政府を通して国民政府に統悦減免

の要請を行なってし ‘9る'Ulへ

こV)ように内陸部の紡織工場か，綿紗統税（こ

より大きな被害を被ることになった要因として，

以下(}),！ドカ考えられる-それは， これら内陸部

J) l~共ー場の経営か，原綿の調達から製品u)販売ま

てを周辺り農村てまかなえるという有利な立地

条件にあったことや，省政府の保護に依存した

放漫なも J)か多かったことてある そのためこ

れら内陸部の丁且場ふ民族紡U)中ても特に生哩

コスト u)低減や，自己資本率を，凋めるとし}')た，

経営い）努力か充分とはげえなかった こうし

た原因に加え、恐慌J)波及により 1|i場u)縮小し

表 8 申新紡織公"]第＾蔽およひ第1渇位（ l：海） •. 

Jじ）
一、 一・•l 1 9 3 3 - 1 9 3 l i 

利益金(A)

1 9、}l 1 93 2ーーロ ―- --

消 税(B)

-318, 8.15 1 ̀  29 i. 59] （）4b. 7 i(） 7-）7, b(）（） 1”), 7:(） i 838，面 1，9』2,2h(） 

61,1l8i 34fi.674'911,095: 757,3701 797.9101 717,0IOI 808,640 〗―]l：,\！［三｝／；；り2b斉;[:I4{b::)11，□□□：）（）
（注） ＊は数仙か100.00を超過したもり 表9も同様

利益金(Al

諸税(B)

(A)-(Bl 

(B)、/(}¥)(%)

表 9

1931 

1:58, 018 

13& （）48 

晋華紡織公hl（山内省楡次）

1932 19:l:l 1 93 l 

32.874 62,926 444,680 

210,281 I 259,226 

l ` l (），* 1 9 7 i 1 l 2 7 3, 2 (） 7 183, l~l 

＊ I 58.29 

(il i Iりr) i晋華紡織公Iili乎牛織染 l?：廠紐管狸I起二廠概況ぐ 19:i7年〉
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（単位： Jじ）

1935 1936 

l ll, 569 n.a 

229, 637 ! n a 

-341, 2(）6 3 9 l, ／1 6 l 

＊ ！ na 
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た上海の民族紡や在華紡か，新たな市場を求め

て， これら内陸部の工場の市場に商品を流入さ

せたことも経営を圧迫する一因となっだ'i:]O)C 

本来，経営上に弱点のあったこれら内陸部の」：

場にとって，恐慌下の統税の納付は重い負担と

なった。しかも内陸部の工場では農村の家内織

布の原料となる， 10番Fゃ16番Fといった太番

手糸の生産かほとんとであったため，統税にお

ける税制上のイ＜均衡の影響を直接受けることに

なったのてある◇

旧民政府用］中国における綿紗統税改，，JI！狐目：： II中紡織ゞ ［本

一方在華紡は，表 2と表10から算出すると，

1933年において上海だけで綿紗統税総徴収額U)

20セ97にあたる約 410h元を納付して t'ることに

なる 在華紡とて，恐慌による綿糸価格0)下洛

の影響から逃れることはてきなかったからけill¥

統税はその経営にかなりの負担となったことは

事実であろうこしかし在華紡ぱ恐慌下において

も彎生産コストの切り下け・自己資本率の高さ・

利率の低さなとに支えられて，日華紡織や束

華紡織など一部の例外を除いて，欠捐を出すこ

表10 1933年各上場統税納付額（単位： Jじ）

民族紡（ r.海） 民族紡（｝上蘇省｀統悦署秤内に属す

恒 翌 39 5, 57 2. 54 l 
る丁且場）

振 華 56彎182.915 大牛一蔽 S04,882.790 

申新一廠 748, 2(）4. 99(） 大生副藪 1 58呵303.（)7(） 

中新二廠 2 2 9 ̀  62 7. 1 1、l 大t二蔽 140,149.270 

申新五廠 242,029.7:lO 大牛二蔽 232, 897. 120 

申新人廠 39 l, 1 33. 245 大 通 104書881. 5 3 (） 

申新ヒ廠 256,,115.810 蘇 綸 212,788.280 

申新几廠 278, 097. 5:l 1 合 汁 l, 353, 9(）2. （）6(J 
沸益ー廠 8 2, 1 67. 9 7 3 

薄益．廠 96,476.09L 
日本行本{f華紡(t海）

統 益 356,810.960 f i 華 424, 8:32. 4:l8 

、1·1~ 大 89, 4:)4. 580 L 海 886會 245.365 

永安.廠 278,470.240 内外綿 7 88, 6 3 3. 0 6 4 

水‘女←て廠 863,::!00.739 
束 雄 102,964.380 

緯 通 173, 292. 550 
l 1 1] 輿 23 l ̀  1 5 5.，1 5 6 

大 翌 2Hi, 7:37.015 
i9-、、 大 490,896.456 

大 康 119. 357. 120 
振 泰 173, 88:¥. 579 

翌 | l l -198,000.225 
鴻 ”下9rt 寸: 1 34, 999. 339 裕 t也 272,167.584 しえ

永 戊 75,160.550 ・-- ----・・・ ---

栄 {，； 29,l, 176. 360 合』 4,114, 274.:356 

r L 腿 98.397.589 イギリス系任華紡(l‘̂；1g)

協 灼 2-1、932. 8 8 (） 
恰 相 380, 28(）．350 

民 牛 沿3,9 7 1. S 6 (） ./..;;、、 益 l 7 3“39 5 ~ 6 ] l 
経 緯 25, 8 1 1. 3H(） 

楊樹浦 2 4 6, 9 7 5. 3 : ； 4 

ノゞ
9 I i 5書 65{)囀 5(）5.862 /ふ ,;1 8{）2, 6 3 l. 29 5 I I 11 

（出所） 国民政府財政部悦務＇沢『悦務公報．ュ第 1巻第 6期～第 2在第 7期

l !l :i : ｝ ｛ l ム^～1 ！) ：i l i VIV 
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となく営業を続けたたけでなく，内外綿やヒ海

紡績などは恐慌下にもかかわらず高い利益率を

保持していたのであるぽ12)C 

こ0)ように恐慌下における，民族紡と在華紡

の経営環境り格差は，両者の統税改註に対する

態度を規定することになった。統税は，経営改

善の効果が現われるまでに長期を要する行本・

技術の問題とは異なり，改訂により即効的な効

果が期待てきたため，民族紡は綿紗統税改JJ・

減税0)請願をしばしは行なうことになった U)で

ある□1} e こうした請願ふ国民政府内部ても

一定の影響｝jぱもったようで， 1934年：1月u)棉

業統制委員会（以ド棉統会と略）第18次 例 会

て，穆甑初委員（鄭朴噂憑紗駁紆坪・「海華商紗

布交易所理斗ik) か綿紗統悦U)親定を改め彎見

励金を設けることを提案している 1旦い また19

34年 5)J (})第 2次全国財政会議におしこても，綿

紗統税U)等級(})1サ均衡を是l［するために従価税

に改めることか，中胄謀実業部参事，衛挺牛＾囀

陳l之衡I由i立法委員らから提案された',1 しか

し、政府側の，民族紡の綿紗統税改n［要求に吋

する対応は、だ業部＿［業ばl1g•劉陰J加こよふ紡

織業の危機の本質は，資本・技術J)間題にあ

り，統悦改ll[U)効果ははなはた疑間であるとい

った見解に代表される泊極的なもいてしかなか

ったりilt;）。国民政府の財政状態からすれは會税

収を減少させる形てu)綿紗統悦の改；；［は 1ヽ可能

てあり，後述する「満州事変」以来の日中間辺

緊曲関係を衿應すれは，民旅紡i遣iという在華

紡を刺激する形てd)統悦の改』も 1<iIJ能てあっ

にこうした条件の卜て，恐慌l‘・にもかかわら

す，綿紗統税改99［は］934年 に 政I(、＂fによって，む

しろ刑税実現を 1l的に提案されることになった

のである，

56 

（注 l) 『紡繊時報；第769号 1931年2月2日．

（注2) 『上海日日新聞』 1931年2月3日／＇『紡織時報』

第770号］931年2月5日

I注：3） 池田誠・奥村哲？中国T業化の歴史己；去沖文

化社 1982年 109~112ペーシc

（注」 I 上海市紡織上業局等糾＇永安紡織印染公日」↓

北点 中華方局 196.J年 10(；ヘーシし

1汁： 5) 電，〈裕大華紡織資本集団史料＞編輯組 r裕大華

紡織行本矩団史料J式漢湖北人民出版社 1984年 124

/ヽーン ，~』

（北（i) l:海社会科学院経済研究所『茂新，福祈• ljl 

新系統栄家企業史H.]上巻 j才毎 l＿海人民出版社 196(）

年 39& ：灼9ヘーシ・,

直 71 中共安徽省党委中級党校政治粁済‘；教研宇

『蕪湖紡織廠史4合肥安徽人民出版tt l96(）打 l]，12 
• ’̀ 

9ヽーン

直 8) 『晋華紡織公n]晋成織染上蔽総竹理処蔦概

況』 1937年 23ヘーシ（山西省て発(Iされたようたか．

出版社なとJ)詳細は1叫し

は 9) 、4紡織時報』第783号 1931年3月261J

1,［lt)） 久保；い近代中囚綿業J)地帯構造と経営灼型

げ L地制度史学J第113号 ］986年1(）月） 35ヘーシ

（注11) 厳中｀ド『中国棉業之発展』屯慶 商傍n1，用館

194:l年 192ベーシ

(；t]2) 高村『i助直代日本綿業と中国』如；f｝喜唱：

甜 198叫 ］25ヘーン，

灯tl3) 民族紡：よ統悦3翔人直後から．綿紗統税J)2級

訓は，細番手糸'I序中心u)｛f華紡に有利て；太番手糸’I

り［中心U)民躾紡に不ilてあるとして， 1級制に改，，［する

よう；ら 1931年2i lし＇）華商紗蔽連合会や． 3l;i-3 ! lv'）に1

民食，，んにお｛ ｝ろ人1第紡緑公畢耀李f|イ[1か泊邸して

＂ ＼だ す紡織時報』第775り 1931り2J l 26 1 l,「紡設時

，，，凡第7りgり 19:11年3月1刈l

（汁11l 『紡緑周filJ:B l在笥12期 l934年3月1911

(ii l31 り1民政府財政部編苅以令に］財政誌，礼如知

1令i東 19:w,. 196ヘー>/'.'｝ミ津）く公麗（以ド『人公

畿と略） 19.‘il:t (i l i l [ 1,／；”紡織周 1ij』第 l巻第2:1間

l !）, i l : | ii l l l I l 

（江161 吐方織周刊』第4在冶18期 l93l{l l l l:i(）1 1 
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II 綿紗統税改訂問題0)経過

ー一華商紗廠連合会の中央政

治会i義に対する泊願まて

1. 綿紗統税の改訂と在華紡

1934年10月8日呉敬鼎税務署長は華商紗廠連

合会、在華H本紡績同業会に対して書 11月1日

からの綿紗統税(})り1き上けを通告した 'iilし財

政部の増税案は， 2級制を維持し， 23番F以下

におしヽ て現行(})l包8.58元から 10心こ約16ヤ）

の， 24番手以l：において現fr(}）1包11.625几か

ら13.85jじに約19;‘9-)(}）増悦をなすとし・>うも(})で

あった。これにより国民政府は毎月 1()()Jj j巳

年1200Jjjじの増収を見積もっていたという 1,12)C9 

恐慌下にも拘わらずこのような増税か図られた

背景には，国民政府(})財政政策(})転換かあった＾

1933年lOJI,末 f文に代って財政部長に就任し

た孔祥熙は，‘米f文(})軍市費・行政費U)支出を

切りつめ，公偵(})発行を見合せる緊縮財政とは

ー変した政策を展Itflした 孔祥熙は蒋介石(})軍

事費増額要求に積極的に応え，その実現(})ため

1こ税収U)増加を図りつつ必嬰に応して公債発い

も積極的に推進した(})である(、i_:ll。こうして統

悦も，そ(})税収増加政策(})玉環として課税額(})

り1き1→，けが図られ， 1933年12月5Hには早くも

タハコ，セメント，マッチ統税の増税かなされ

たい 1• 1)C しかし財政部は，綿紗統悦(})1)1きl：け

にば慎重に対応しに財政部は，他の統税の増

税が実施されてからIOカ月以上を舒た1934年li)

月に刑悦案を公表し，他U)統税が定竹したのを

見ばらって，化華紡，民族紡に対して統悦増税

の承品を追ったU)である口］ 1リ

これに対して在華i--l本紡績詞業会は10月12[_1

[9_|l心政府間1中［1、[における綿紗統税改，［間辿と［ ［中紡織貨本

に臨時会議を召集し，財政部に，：t画取消・実

施延期を求めることを決議し，同部に陳情し

たりiI))。しかし同業会総務理事船津辰一郎は，

増税額が現行の 2 割増し程度で〗案外低」かっ

たこと，また内示案が現行の 2級制を踏襲し

てし心ことから。「此ノ際種々交渉スルニ胎テ

ハ，却テ不利ナル結果（後述する民族紡の 4級：l，i)

採用要求を国民政府か呑むこと一一筆者）ヲ来ス

ヘキl具アリタル事情二鑑ミ (1,J心，は筆者による）

として， 2年間は税率の変更をしないなどの条

件を付け， 19日に呉税務薯長に対して在華U本

紡績同業会は原則的に増税案を受人れる旨を通

知した この間の経過について全く報告を受け

ていながったイi吉明駐華公｛吏は，船津より事実

経過を確認した後，外務省の条約上の立場いl7) 

を説明した上て，外務省としては中国側が同業

会側の受諾案を実施する限り，「其ノ侭黙誌ス

ルモ差史無シ としたu)である (i1h) 

{l.Jitf1本紡績In]業会かさしたる抵抗もせすに

増税案を受人れた背景には，財政部が主に在華

紡の利益を好慮し，輸出綿製品に対する綿花輸

人税U)払い戻しを叶画していたことも考えられ

るc 1934年 6月に輸人綿化に対する 1見l税か：｝．5

金単位'、i9)から 5金単位にりItけられると， Iりし

綿としての輸人アメリカ綿花の使用が比較的多

かった 1缶華紡l111'は， 8月には船渾を南京に派

逍し，国民政府に対し盛んに輸出綿製品に対す

る綿花輸人税U）月部払い戻しを実現ずるように

連動したいill)。統税り1l：けが発表される直前の

1934年9月末には，財政部関務署長沈叔玉が船

津に対して，輸出綿糸へり綿化輸人悦の一部払

い戻し実施0)［］途かついたことを告げたうえて，

「本件力日本側ノ希望二韮ク旨万一知レル時ハ

反対者ノ運動二依リ事ヲ破ルヘキニ付貴官限リ

う7
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極秘ノ御含ニトメラレタシ」と述べ，財政部と

しても在華紡の利益を慮ったJt両であることを

誌めてしヴ：＇ it12)。財政部は， 1927年のタバコ統

税導人時， 31年の綿紗統税導人時と同様に，外

資企業の同慈を取りつけた上で民族紡に統税り1

tげを追ろうとしたのである{,

財政部か在華紡の動向に敏感にならざるを得

なかった要因のひとつとして，この時期の日中

間の外交関係も考慮に人れる必要かある。広田

外交に代表される H本の対中政策は．棉麦｛昔款

の妨宮(、il1)や l(羽声明に代表されるように，欧

米の資本・技術の導人による中国の経済建設に

対して f！して1狙硬な姿勢をとり続けた。 •方

の国民政府は， H本に妥協しつつll:)内統一を急

く「安内壌外」政策を推進しており □13)，その

ような姿勢が在華紡との統税改r]I交渉にも反映

することになー）たのであろう 在華紡の同意か

なけれは，国民政府としても綿紗統悦改訂案を

強行することはてきなかったのである，

こうして在華日本紡績同業会か基本的に増税

案を受人れ，日本外務省が条件つきながらこれ

を承認、したことにより，統税改叶問題の焦点は，

民族紡の動向に絞られることになったのである。

2. 民族紡の結束

華商紗廠連合会を中心とした全国の民族紡は，

この統税増税案に対しこれまでにない大規模な

請願運動を行なうことになった。この請願運動

の背景には， 1931年の末頃から中国に波及した

恐慌が， 34年に入って一層深刻化したことによ

る各紡織工場の経営悪化があった川161(9

増税が告げられた10月8日に華商紗廠連合会

は，＇1I・ くも呉敬鼎税務署長と孔祥煕財政部長に

増税中止を要，清する讀願文を送った。請願文の

要旨は以下のとおりである。民族紡の税負担は，
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1931年の不利な等級設定による統税の実施と，

34年 6月の関税改訂による輸入綿花に対する

増税によりすでに重くなっているが，製品の販

売市場である農村は数年来の水害で購買力が低

ドしているにもかかわらず， 34年 6月の関税改

,;Iでは輸人綿製品に対する減税が実施されてい

る。こうした状況下で統税の増税が実施される

と，紡織業者は消費者に転嫁することができず

に自らの新たな負担となるだけである。こうな

れば欠担は日に日に増加して、倒産に追込まれ

ることになり，統税の税収も結局は減ることに

なる。華商紗廠連合会はこのように説いて，統

悦および関税り制度不良と不況により民族紡が

これ以l叉＇）悦負担に耐えられないことを訴え

たitil7)。また同日，華商紗廠連合会は湖北分会，

天津同業公会，無錫同業公会に対し統税増加阻

ll:0)協力も要請していた付il81く、 10月11日の華商

紗廠連合会第8次執行委員会；こおいて， l：記の

税務署，財政部に対する請願文は事後承諾の形

で承認された。また今後の対応については｀各

地の華商紗廠連合会分会からの反応を待って決

定することとなった(itl90 

華商紗廠連合会の協力要請に対する湖北分会，

天津同党公会，無錫同業公会の返信は， 10月15

Hに，政府へU)，消願の形て届いた (it20' 湖北と

無錫の請願の内容は華商紗廠連合会とほぼ同じ

内容なので省略するが，天津からの消願は，当

時の天津の民族紡が置かれていた状態をぷす激

ししヽも u)たった。天津の民放紡は「満州事変」

の後，製品の主な市場であった東北地方を失い，

その市場は華北の農村に限定されることになっ

た2 そしこその後の恐胤U)影響で華北農付の

購買力か哀退したため，販路の縮小を余儀なく

され，次々と操業停止に追い込まれていたので
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ある Ili•21)。犬津同業公会は天津の厳しい現状を

述べ，これ以上の負担には耐えられないとして，

激しく統税0)1]Iきtけに反対することとなった，

こうして中国各地の民族紡は，華商紗廠連合会

を中心に統悦0)増税を阻止すべく共闘すること

となった(})である

華商紗廠連合会の郭順主席， li駈路生， E啓'f̂：

両執行委員，張則民総幹事は， 10月16日に t海

で孔祥熙財政部長と会見し，民族紡は苦境にあ

り，新たな負担には耐えられなし)ことを況明し，

増税案の撤同と紡織業救済のためU)施策を講し

ることを請願したか、何らの結果も得ることか

できなかった 1、i32) そのため華商紗廠連合会は

翌17日には，すくに請願U)ィ’'先を孔財政部長の

みならす，注精衛行政院長，陳公博実業部長，

陳光,n棉統会tff委員にも向け，増悦り中止を

屯請した。こ (}),1贔顧も 81](}），；屑願と同しく・民

族紡が統税(})課税額・等級設定の1、利，それに

1934年(})関税改＂」による輸人原綿 J)関悦引き上

げと輸人綿製品の関税引きドけにより打撃を受

け， しかも恐慌による打撃か加わったため，統

悦(})引き上けには耐えられないことを＇，} iえてい

た。さらに今回はそれに加えて，！［｛本的に 2級

制の不備を説明し， 2級制に代わる 4級制(})採

用を求めたI})である(;i:!'りこ I))綿紗統税におけ

る4級制の採！ilは，綿紗統悦祁人間からの民It）、

紡u)要求てあり (d24)，請願は以下のような内容

てあっに「政府が増税により， lnliiu)収人を

翌かにしようとするならは徴税I))加理に照して

負担を平等にい増やすべきも(})は増やし，減

らすべきものは減らすべきてあるしたとえは l

番手糸の価格は10()元前後てあるか， 170~180

几(})2(）番f糸と 1nlU)等級となり， 8.S8元のIト

税か徴収される。 •Jj，価格か40(）余几 (})60 番

l1H〈政府間19|I」における綿紗統悦改，，n::Jl'!'.!とII中紡絨貨本

F糸は， 230~240几の32番手糸と同べの等級と

なり 11.63元の軽い税か徴収され，負担はこの

ように平均がとれていない。民族紡は太番手糸

を多く生産するため莫大な損失を受：t, 一年来

各工場は日増しに衰退し，次第にイ湘振に陥った。

税制u)イサ良もそ u)七因のひとつてあり， こ(J)機

に乗して関税をモデルに 4級制に改めるべきて

ある減らすべきものを減らし．増やすべきも

のを増やせは，各工場も反対しない もし 2級

制のままで増税をすれば．民族紡の滅亡を速め

ることになる-．，要するに華商紗廠連合会は最

善0)策として統税増税0)中止を求め． もしそれ

がイ,nJ能ならば増税する際に 4級制へと改，；［し，

太番手糸の税負担を軽減することを求めたりて

あるり125し翌18日の華商紗廠連合会第 9次執行

委員三では，前日の，請願か報告された後， 2SLl

に緊急大会を召集し，統税サItけに対する対応

をふ；義することが決定され．武漢會反津，無錫

の各分会にも，代表の派逍が要詰された(ii」{)0 

華商紗廠連合会は緊急大会開催の準備を整え

る一方で．財政部が23liJ)行政院会議に統税妍

税案を提出することを知ると、郭順主席，張則

民紐幹4{, J，叶星洞執行委員らが，すぐに2211よ

り南泉に赴さ．汗精衛fr政院長，陳公博実業部

艮に会見し，統税の増税中止， 4級制への改，』，

それに加えて民朕紡の救済を誼願した(ii27 怜i

京より 1及った郭順主席は， 25日の第10次執行委

員会において會け政院へU)請願0:）鈷児を報告し，

実業部より，行政院会議において統税の増税を

'，義論したことは事実てあるか，財政部主管のこ

とてあり，調ftu)上追って報告ずるとの回答を

得たか，その後財政部からの回答は全くなかっ

たことを述へにこれに対して執打委員会は，

こ0),II't願を巾後承諾0)形で承認した 3 また調行
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のため南京に残留していた張則民より，すでに

綿紗統税増税案と，輸出綿糸に対する綿花輸人

税の払い戻し案か行政院会議を通過し，国民党

の最高意志決定機関である中央政治会ぶ（以卜，

中政会と略）に提案されたことも報告された

上記の 2つの報告から，執行委員会は統税増税

の最終決定がいよいよ間近に迫ったことを知り，

28日の緊忽大会て華商紗廠連合会としての意志

の集約を図った上で，中政会に代表を派遣して

請願を行なうことを決定し．前日に実業部工業

司よりあった，統税の増税に対する協議のため

に南京に代表を派逍する要請には応じないこと

を決定したげ28)。

また日本側も，須磨弥八郎南京総領市が10月

24日に唐打壬外交部次長より「23日ノ行政院会

議二於テ， 23番手以上ノ綿糸輸出ノ場合ニハ現

在5金単位トナレル綿花輸人税ヲ旧税率通リ即

チ 3.5金単位トシ，差額 1.5金単位ヲ払戻スコ

トニ4 致ヲ見，技術的細目力吏二分科会二附成

セラレタルモ右ノ通リ決定 9ラ確実卜見ラルル」

（句点は筆者による）という話を聞いてしヽること

から，輸出綿糸に対する綿花輸人税の払い戻し

案・統税の増税案の最終決定が間近に追ったこ

とを認識していた

中政会での増税案の審議か1h1近に迫りつつあ

る中で，綿紗統税増税反対連動は華商紗廠連合

会を中心に全国規模の広かりを見せていった

10月27日には，山東省済南の魯豊，成通．｛：豊

の3工場（叙豊を除く 2-［場は華商紗廠連合会の

会員ではなかった）から．華商紗廠連合会の綿

紗統税増税案撤廃• 4級制への改訂0)セ張に賛

|h]をホす電報か届いた ';i:il)）く．その後．華商紗巖

連合会に未加盟てあった山西省の晋華紗廠なと

も．行政院．財政部，実業部に増税の中止を山
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願したのである (:t3l)。

方，新聞も民族紡擁護の論陣を張り始めた。

10月23日， 上海の 3大紙のひとつてある『新聞

報』ふ夢蕉の筆による民族紡の主張を大幅に

いれた，統税増額反対・等級改訂の社説を掲載

した川32)。

華商紗廠連合会の緊急会議は， 10月28日に37

企業 (54.C場）から42名の代表が参加して開催

された。参加者の中には．武漢以外の長江中・

上流域の工場代表や，華商紗廠連合会に加盟し

ていなかった山西省の工場代表は含まれてはい

なかったが，上海，無錫囀 K津。武漢などの主

要な工場の代表はほぽ出席した。表11にこの緊

怠会議の出席者を掲げておいたが．彼らが代表

する工場の数と所在地から考えて．全国的な範

囲での結束が実現したと言えよう。華商紗廠連

合会の年次総会以外で，これほどのメンバーが

渠まることは非常に稀なことてあり．ここから

も統悦の増税が民族紡に大きな脅威として受け

止められていたことが分かる。なお出席者の代

表する工場の紡錘数を合計すると約270万錘で，

全民族紡の約80年にあたった川:l:l)。

会議では郭順主席より， 1931年から実施され

た綿紗統税により，民族紡かいかに人きな被害

を被？たのか．その実壮か報告された後．討議

に人 i)4つの議決をなして閉公した ひとつは

全国華商紗廠が統税増加に反対い政府に救

済を請求する宣昌」（以F,「統税増加反対宣』」

と略）てあった。その内容は「近年，農村は破

産し，紡織業の衰落は極点に達し，全国の紡織

［場には危機が迫っている {3 民族紡は政府に綿

紗統悦増加の計画があるとliiltヽ て驚き，今月28

1 l大会を召集した。ここて綿紗統税u)増加に一

牧して反対すること，政府に救済を硬求するこ
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国民政府期中国における綿紗統税改り[|HI題と II中紡織資本

表11 1934年華商紗廠連合会第 1同(IO月28il八第 2回(l1月13日）緊急会議出席企業および出席者

I：場所在地 企翠名― l塁数第l回出席者 第2回出席石―［ 備 考

l 海 □ 1 l □―徐愈棠（陳啓 徐患棠（陳啓

，統益 l 笛靡誓し理）口::：い丁
董春万
王啓f•

， 辞春生
振泰・宝典
振華
協豊

通緯

益
生
豊
•
新

安

漕
民
但
｀
水
申＼

第
九＇第_-

第」、-，第い

第
，
第

海
五
，

上
第
し
廠

2 I £啓宇
| l （癖春生

金潤痒
陳校章

2 黄首民 黄首民
l 徐采承 徐采承

（口恥路生 雰恥路伍
3 ◎郭順 疇郭順

栄声阪 鬱栄宗敬
，栄鴻＿こ ， 孫北設
口栄偉{. 第七廠は偵務処理をめく

葉剣靱 り，雁豊銀行と対立

麿賛廷
無錫第―.：廠 I 張継明 ＇ 

□©~:; 1llf)□塁鍔-f委員

:： ！］□； 言二貫棗塁嵐i壬北洋，恒源の

瓢〗韮 I 大典 lr輝字 工
I債権団管理卜＾

華新 l 羅奉章 羅奉店

湖北省式漢 li,l-1tUュ 投連合 羅五，芦ー□豊・成通の代表
漢r1第―̂ 会湖北分会代

晟衰 表として 黄，•fl 清

民生 l ◎蘇汰餘 ＇ 

大生面ー・副廠 2 李升伯 棉統会

啓東 1大生第二廠 l 沈燕謀 操業停止

罰：iI民豊 l 楊之茄 厳恵臣
大成 2 ’劉靖基 書劉靖韮

太含 fll泰第一廠 朱静安 1 朱静安 操業停止

常熟 利泰第二廠 l 沈伯琴 I 沈伯琴

蘇＇）廿 蘇綸 1 李震之 ＇李澳華
;L陰 利用 1 銭鍼二 銭鍼ー

贋□ 1lL膚 i 桃和k 操業停止

（出所） 『紡織時報』第1131号 1934年10月29h―/-『紡織時報』第1137号 1934年11月18日／『紡織時

報』第1142号 1934年12月 6日／『中行月刊』第13巻第 1期 1936年 1月／「華商紗廠連合会民国

23年10月281]全体会，，義会議録（連合会桔案）／「華商紗廠連合会民国23年1]月13H全体会議会議録＿

（連合会杭案）。

（注） （1) ：口は大会て選出され， 1934年10月2911の請願に赴いた者。◎はその中で中政会に出席し請

願をした者。 10月291JO)請願にはこの他に厳慶祥（中華工業連合会委員），張則民（華商紗廠連

合会総幹事）かjJl]わった。心 雰は第 2日大会て選出され， 12}-J6日u)請願に赴し＼た者。しか

し郭III[l・唐星海・厳慶祥はifi柏により．栄徳生・（作明剣・，｀l-l:達に交代した C (3) 備考の挫業

停止，債権団管理下は1935年の調究によるものc

操業停止
操業停止
連合会主席
第二、第五廠は操業停j、1

河北省犬沖

裸業停止

操業停止
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とを決議した。衰落しきった紡織業は，このよ

うにせねは必ず操業停止に追込まれることにな

る。再度の欠担の増加を免れるため，特にこれ

を宜，-iする。全国各界か援助を仔えられるここ

を願っている。」というものてあった。他に． ill

郭順らの代表を南京に派迎し，中政会に出願を

行なうこと、 (2)綿紗統税0)増税に一致して反対

し、輸人綿花税については 7月 1|l以前の税率

の阿復を断liijt張すること，（3）請願によっても

結果が得られなかった場合にふ大会を再召集

することの 3，れか決ふされ，大会て選出された

蘇汰餘，肝星海囀郭II『i,Alt品各牛，程敬常，料IJJ

剣．劉孟靖，栄偉仁，砕春牛．厳慶祥などl(）人

の代表は翌29日の中政会て請顧をするため，そ

の日の夜に南東に赴いた 1、i31) また「統税刑税

反対宜，；」は， ttt:点に華商紗廠連合会の意見を

占えるために． 29日())？申報¢:,『新間報』なと

の卜泊籾)七要紙に平lhiの大広告として掲載され

たのてある(、 i會｝〗緊急大会J)決議中に，華府紗

廠連合会かしはしは国民政府（こ請願した 4級制

への改JI要求が令く盛り込まれなかったことは

注目すべき巾実てある 4級制への改，；［要求は．

ややもすれは国民政府に民族紡の統税増税u)IK

認としてとられるおそれがあり，増悦反対で

致したのてあろう しかしその後も．こ(})4級

制への改，；I要求をめくり．民族紡各T且場では応

見の不一致か見られることになる。

『I：海日日新聞』の連日の報道に見られるよ

う1こ．日本側もこのような華商紗廠連合会の動

向を注視してし吠：。 しかし， 1（）月28日 9っ上海日

日新聞』の「華商の反対は物になるまい」とい

う見出しが象徴する上うに， 1国民政府が華商紗

廠連合会の要求を受人れて，増税を中止するこ

4級制へ改，；［することはないと見ていたのであ

る(ii':l6)、

29日V)中政会には主席委員V)孫科をはじめと

して算 i£精衛，｛L祥熙，葉楚f［八陳ヽ ＇「夫，唐打

t・，石J英らの委員，棉統会から李升伯，立法委

員として陳長術，呉尚限か出席し，財政部の綿

紗統税引き 1：げ案の審在を行なうことになって

いた。ここで華商紗廠連合会の代表である蘇汰

餘，唐星海，郭Il|ll(}）3人が，孫科あるいは石瑛

U)仲介，i，訂）により，＂青願りために引見されたっ

まず孔叶政祁長が紡織業り現状を況明した後，

1月にセメント統税，マノチ統悦0)増税を実施

したため，産業間の税負担のハランスを期す慈

味から，綿紗統悦の引き 1：げが必要てある旨説

町を行なった。その後，郭順らの民族紡代表が，

現状において統税の増税が実施されれは，紡織

翌奸給業停I|．に追込まれること，輸出綿糸に対

する綿化輸人税0)払い尺しも民族紡には利益と

ならす、在華紡0)みの利益となることを説明し．

増税中止を請願した。中政会ては 3時間に及ぶ

審議の糾果，財政部にこの件の再検討を命ずる

こととなったりL:l8)。中政会におけるこの決定は，

10月31日『 l：海日 H新聞』の「中央政治会議で

l14 （政―-筆者）部の再衿を決議 華紡の陳情

悔難し 1 という見出しに見られるように． H本

間にと？ては大きな驚さてあと）た＇， 1;！＇。後述す

る上うに国民政府は次第に 1級制採用の姿勢を

強めて，民族紡の増税承認を取りつけようとす

る。これに対してfi吉駐華公使は．船津を通し

て数度にわたり呉税務評長に「日本政府トシテ

ハ支IJII側力従来ノ契約ノ t義二準シ、二級制卜

シテ砂'i増率セントシ． ILf lド 'i業行力之二異

｛f:ナャニfjタテハ多分黙認ノ態度ヲ執 Iレヘキモ．

と．あるし刈よ大会り決，，義には含まれなかったか． ”八ラザル場合ニハ条約1ノ )よキ必然ノ措
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附ヲ為スヘキ意向ニテ，其ノ場合ニハ同問題ハ

紛糾スルヘキニ付，速二（在華H 本紡績— 筆者）

同業会案ヲ採用スル」（句点は筆者による）よう

に圧力をかけることになったのであるげ!O)0 

（注 1) 『紡織時報』第1127号 19`刈年l(）月15[l"

（注 2) 『上海日日新聞』 19.、外年10月30Hっ

直 3) 久保亨「国民政府の財政と関税収人 1928-

1937年」（増淵竜夫先’l退官品念論集flj行会紺『中国に

おける社会と民衆』汲古書院 1983年） 226~229ヘー

シヘ

（注 4) 『財政年鑑 1935年度版』上海 商務印書館

1935年 9:35~997ベージし

（注 5) 『紡織時報』第1132号 1934年11}-ll Il。

（注 6) 『紡織時報』第1127号 1934年10月15fl/「有

吉公使発広田外柑宛第842号」 1934年10月2011 ［外務

省外交史料館「各国関税並法規関係雑件 中国ノ部」第

8巻 (E-3-1-2-XI -Cl)（以下．外交史料①と略）］。

（注 7) 条約 l:0)立場とは，治外法権の関係 I-．，外

務省は公式には統税を承認しないか，在華紡と国民政

府間の使約としては承認するというもの。詳しくは富澤

「綿紗統悦の導人をめくる……」 48ペーシ il:(12)を参

照3

（注 8) 「有吉公使発広田外相宛第842号」 1934年10

月20H。

（注9) 金単位とは， 1930年 1月15日に国民政府か採

用した輸人関税徴収の際の単位てあり，正式には海関金

単位という，昔時の中国は銀本位制てあり，従来，輸人

関税徴収の際にも，銀貨幣が使用されていた。しかし，

折からの金価格の暴騰と銀価格の下落により、関税を対

外債務のり1き‘りてとしていた国民政府は大きな損失を受

け， この対策として金単位制度を採用したのてある-;洋

しくは宮下忠雄 r支那貨幣制度論』宝文館 1938年 378 

~428ページを参照c

（注10) 高村『近代H本綿業と中国』 188ペーシ。

（注ll) 「須磨南京総領事発広田外相宛 第1024号」

1934年10月24H（外交史料①）／『卜海HH新聞』 1934年

l 1) ］ 8 l l C 

（注12) 「有吉公使発広田外相宛第805号」 1934年10

月2日（外交史料①） C

（注13) タバコ統税の導人過程については，佐野「B

ATの対中国進出(II)」を、綿紗統税0)導人過程につい

ては，窪澤「綿紗統税の導人をめくる……」を参照のこ

ltliは政府期中［闊における綿紗統悦改，，i|閉趙と II中紡織t’t本

とり

（注14) 伊漁谷登士翁「アメリカの対華棉麦借款と 1l

本」（小野一ー一郎編『両大戦間のアジアと［］本』大月訂

店 1979年）つ

（注15) 石島紀之「中国の対外関係と経済建設」（野

沢喪編『中国の幣制改革と国際関係』東京大学出版会

1981年） C

(it16) 恐慌の波及とは別に．この年の 6月に行なわ

れた•関税改定が．民族紡の反対にも拘らず．輸人綿製品

の関税を引き下け，輸人綿花の関税を引き上けるという，

民族紡に不利な形で実施されたこともあげられる。 1934

年0)関税改定については．久保亨「国民政府による関税

政策決定過程の分析 1932-1934」(『東洋文化研究所紀

要』第96冊 1983年 7月）を参照。

（注17) 『紡織時報』第1127号 1934年10月15f:l/r申

報』 19:¼年10月 131]／『新聞報』 1934年10月 13 日／『紡織

周flj』第4巻第42期 1934年10月15H。

（注18) 『紡織時報』第1131号 ］934年10月29H。

（注19) 「民国23(1934)年10月llH第8次執委会」

[ 1.海市枡案館「上海市棉紡織工業同業公会」 (S30-1-42)

（以下，連合会梢案と略）］。

（注20) 『紡織時報』第1127号 1934年10月15日／r申

報』 1934年10月13H/『新聞報』 1934年10月16Il/『紡織

周flj』第4巻第42期 1934年10月15日。

（注21) 高村『近代H本綿業と中国」 217~221ペーシ一，

(ii22) 『紡織時報』第1131号 1934年10月29H。

（注23) 『紡織時報』第1128号 1934年10月18H/『申

報』 19：舛年10月19H。

（注24) 富澤「綿紗統税の導人をめぐる••…·」。

（注25) 『紡織時報』第1128号 1934年10月18H/『申

報』 19，刈年1(）月19日。

（注26) 「民国23(1934)年10月18E:I第9次執委会」

（連合会桔案）／『紡織時報』第1129号 1934年10月22H。

（注27) 『紡織周flj』第4巻第43期 1934年10月22

H/r申報』 1934年］0月23H。

（注28) 「民国230934)年10月25日第10次執委会」

（連合会桔案）／『紡織時報』第1131号 1934年10月29H。

（注29) 「須磨南京総領事発広田外相宛第1024号」

19：汁年10月24日（外交史料①）。

（注3(）） 『紡織時報』第1131号 1934年10月29日。

（注31) 「民国23(1934)年11月12日第12次執行委H

会議事録」（連合会枡案）。

（注32) 「＜ tt•o倫＞綿紗統税之改革」げ新聞報』 1934
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年IOJJ2:lll)、

（注33) 「紡織時報』第1131号 1934年l(）月29|l

（注34) 民国23(1934)年10月28|l全休会議」（連合

会料案） s／『紡織時報•第1]3] り 1934年10月29ll／咋方

織周I-lJ』第 4巻第44期 19:{4り1()月29日／『中報;19:l.J 

年101l31 I I 

信 35) 『t|I龍 I¥）‘ふ国］0月Wll/『新間報』 1934年10

} l29 l l, 

(i!36) 『t海11ll新聞』 1934iJol(）月28日99

(；t37) 『l：海illl新聞』 1934斗l(）月 311によれは孫

科，黄帥譲 i裕大華企業四卜年」（『文史i7料選輯』第44

輯北）；（ 中田文史出版tl lり86年） 26~28ヘーシによ

れは1if挺

（汁38) ＇，紡織時畿叩 l31り 1934年10月2911／冷fi

織周Fll』第4巻窮44期］9:-!4年1(lll29ll/r大公報』 19:H

年10JJ30,:111 l/「中報; 19:ll年IO月JI11/『新l州報』

1934斗l(）月31|1 こ、黄師譲によれはこの中政会におし〖て，

孔祥煕と蘇汰餘の間に以下のような激しいやりとりかあ

ったという孔祥熙か惰方織業者はただ交易1i斤で（投機

によりー 育者） ｛請けてしヽるのみて生南の改良をりなっ

てし心~し、」こ，，うと曹 これに対して蘇汰餘は「部lぶこわ

沖ねしますか，希晶ふたれか文易所で儲けてしヽるのてす

か」と孔祥煕にll/lしザこ， ここて会場は柏手喝’足とな、J9だ

とし lう しかし孔祥熙は在に介さす，なおも輸人lMIt兒り

,}| tけという消頴の条件も若慮せずに「l1本の綿糸は

質・景とも倦れ，価格も安い，また機器は新しく，技術も

優れている しかし村たちは機器の刷新もせす，技術の

改良もしなし l ‘'i然、製品の竹・績とも劣り， ll本の綿

糸に対抗てきないなにかというと関税の増額を要求す

るか，その坪由は充分とは， iえなし＼と，，うと，蘇汰餘

はこれに対して '......i)れA)れが機器を刷新しなし叫）は

資本か小さいうえに，外国製品J)ダンヒングにあって機

器を刷新する））量かな,し)からである，，外国製品のダンヒ

ングに対して政府が民放紡の利益を守るためには， 1附税

をりItけて，これを制限すへきてある，すなわち紡織業

者か請願に来ないようにするには，政府か i．権を守って

関税り11けU)措附を採るへきてあるわれわれは外ltJ製

品のダンピンクを受け， 束縛されてしヽる。機器の刷祈か

できなし＼U）は，｝j擢かなし lからて，力量かあれは請靭に

はこなし l」と，，し'・他U)代Aも次々に孔祥熙に不満を心

ベ，これに対して孔袢煕ば黙って物もけわず、退席する

こともてきなか心と，，う（黄帥譲「裕大華企業四 1—り

26~28ペーシ），

64 

（注39) 『l：海1111新聞』 1934年10月31li、

直 40) 「｛i占公使発広田外相宛第897け」 1田4年12

月111［外務省外交史料館―,111E]二抄ケル租税及fHll金

関係雑件統税関係J (El :l-2-Hll （以に外交史料②

と略）］ rヽ

III 民族紡の動向と綿紗統税改訓

の挫折

1. 財政部の譲歩と民族紡の分裂

中政会において綿紗統税増税案の再検討が決

走した翌日の10月30日，孔祥煕は，，炎活を発表し，

llll l Hからの新税制U)実施は断念するが，産

業間のバランスを期する意昧から，紡織業のみ

を統税増税の対象から外すわけにはいかないと

して，なお増税の実施に強い慈欲を見せていた。

しかし政府としては華商紗廠連合会の晶願0)-

部を必ず採用することを心べ｀そして民族紡の

救済J)ために，別lに方；上も溝してしることを繰

り返し述べたい］）。こ U)ころから膏 {L祥煕は外

1月｝、iijiIlilの意見を人れ會悦制を 1級闊に改める

ことを考え始めていたようでありけi2)，財政部

内ても次第に 4級制採用が有力になりつつあっ

たという (;1̀ ｝）。財政部は民族紡の予想外の抵抗

により嶋それまでの強硬な姿勢を＇少しすつ軟化

させはじめていたのである

しかし． IIil時に発表ミれた呉敬鼎悦務宵長の

設，91l、1ふきわめて強硬なもいてあった。彼は政

府に紡織業を救済する責任があることを認め，

根本的救済策としてアメリカ種綿花の増産を提

起する•方て，統税増税の必要性を強調した。

具体的には．およそ以下のように述へている。

政府はこれまで恐慌下にある紡織業の現状を慮

り、統税の増税を見合せてきた｛，しかし統税の

戚悦は紡織業を不況から救う解決策とはなら



ない。紡織業を不況から救うためには，機器の

刷新，管理の科学化，資本の充実など根本的な

解決策か必要なのであり，現時点ては税制のバ

ランスをとる面から綿紗統税の増税を行なうべ

きてあるつ政府は根本的な紡織業救済策のひと

つとして、アメリカ種綿花の増産による国内の

原綿価格安定を図ることとし，そのためにアメ

リカ種の綿花を輸出する際には， 1934年 6月の

関税改訂による輸人綿花に対する関税のりI上げ

分1.5金単位を，奨励金として支払うが， これ

は民族紡，在華紡を問わず全ての紡織業者の利

益となるものてある。以tのように述べた上で

呉税務署長は，在華紡は，統税の増税は中国政

府の主権に関わるものであることを認め，これ

を尊屯する旨をすでに明らかにしており，民族

紡も上記のような政府の政策を顧みず，軽率に

反対を表明するべきではないとして，統税の11

月第 1週からのり1きl：げをほのめかしていたの

である (iI'j) O 

しかし，呉税務署長が提案した国産アメリカ

種綿花の輸出に際しての奨励金の支払いでは，

恐慌下にあって緊急の救済策を必要としていた

華商紗廠連合会はもとより，輸出綿糸に対する

綿花輸人税の払い戻しを希望していた在華日本

紡績同業会の理解を得ることも困難であった。

『新聞報』は11月4日の社説において，輸出綿

花に対する綿花輸入税からの奨励金の支払いは，

現行の税制から見て不必要のものであり，国産

アメリカ種綿花の輸出奨励策としても的を得た

ものとはばえず，華商紗廠連合会のt張するよ

うに輸出綿糸に対する払い戻しであるならは，

在華紡のみに利益を供するものであり，財政部

に'|真屯なる考慮を要求するとしたのてあるいj_'))C 

また『上海日日新聞』も『新聞報』の記事を引

国民政府期中国における綿紗統税改，；［I：il祖と II中紡織t↑本

用しつつ，財政部の払い戻し案を「さっぱり判

らぬ内容」と論評していた旧 6)。統税増税に強

硬てあった呉税務署長でさえ，その対応は上記

のように的外れなものだったのであり，ここか

らも財政部内部の中政会の再検討という決定に

対する動揺をうかがうことができる。

このような財政部の対応に対して， またも新

間各紙が民族紡擁護の論陣を張ることになった。

10月31日には南京の『朝報』が， 2級制のまま

での増税に反対し， 4級制に改訂後，細番手糸

に高率の課税をなし．太番手糸に低率の課税を

なすべきことを説いた社説を掲載した (it7)。ま

た11月 1日の『世界日報』も，不況下における

産業保護の必要性を述べ， 34年関税改訂の失敗

を指摘し，統税の増税反対を説いた社説を掲載

した Iii'8)。『新聞報』は夢蕉の筆による民族紡

擁護の社説を11月 1日， 2日と前述した 4日0)

3日間にわたって掲載したが， 1日の社説にお

いては，紡織業ではマッチ，セメントに較べ外

国育本の圧迫がより強いこと，また綿紗統税の

培税がなされた場合には．農村土布業は深刻な

打撃を受けて農村の破産がさらに促進されるた

め、綿紗統税の増税の影響はマッチ，セメント

の増税よりもはるかに大きくなることを挙げた。

そして，華商紗廠連合会は増税に反対している

わけではなく，条理の立った増税，すなわち 4

級制の採用を主張しているのであり，政府は

国内税である統税において，外国賓本の不合理

な要求を容れず，中国の紡織業の現状に見あっ

た4級制を採用すべきであるとしたのである。

2日の社説においては，呉税務署長が民族紡衰

退の原因を，（I）機器か1日い，（2）管理方法が科学

的でない，（3)国内の銀行の貸付金の高利率によ

る資金不足の 3点に求め，民族紡救済の必要性
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を認めながらも，救済への統税改tifU)効果を否

定し、民族紡の救済を前述の 3点のみに限定し

て対応したことを痛烈に批判したぐ社説は，（1)

については，磯器刷新のための資本が民族紡に

は欠乏しているか，民間投資は絶望的な状態に

あり，政府による貸し付けが必要な、一と. (2)（こ

ついては，南通学院紡織科や蘇小l・Iエ専における

人材育成はまた緒についたばかりであること｀

(3)については，川家銀行が各銀行に低fllでiT金

を貸付け，利率を卜＾けることを説いたc しかし、

このような対策を実施するには 3年から 5年0)

期間を要するため，現在の紡織業の危機にはま

ったく間に合わないとした そして．統税0)増

税は目前の危機てあり，先0)3点とは全く別な

問題てあるとしたのである c その上て、 もし今

回の綿紗統税の改ばが 2級制のままてけなわれ

るならは，外国紡織工場はそれを利用してます

ます民族紡を／l五りするてあろうこと，民族紡J)

4級制採用の消願は民族紡の最低限の要求であ

ることを指摘して，政府の綿紗統税の 4級制へ

の改，ilを追った0)である i:i9)0 

しかし財政部はなおも綿紗統税のりItけに積

極的てあった， 11月2日には呉敬鼎税務署Kか今

11月1日の財政部の説明（綿紗統税の＇ j|きLけ

により呼業liil(/）課税のハランスをとる必嬰があり．

統税の増税とは別に｀紡織業救済策として国庁ア

メリカ種綿化の輸出の際には奨励金を給付すると

いう，，兒明）に大部分の民族紡は理航をぷしたと

して，次週にも統税条令を決定するとしたので

あるいill)1。また 6日には綿紗統悦は従来と1nl

しく 2級制による 4 律刑加を行なうか，財政，・;1;

は機器の改良を行なう紡織業者に対しては，充

分な経済 l]）援助を与えることを発1<Lた'iill

華商紗廠連合会の側では， 11月2日の第11次
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執行委員会において，棉統会常任委員・大生第

す紡織公司経理李升伯から．中政会への請願後，

財政部において 4級制採用が議論されているこ

とか報告され， 11月131:::lに再び全体会議を召集

し意見の集約を図ることが決定された（汁12）。し

かし11月9日にふ深刻な事態か発牛する。前

日に緊急会議を開催した無錫同業公会が，突如

として税務署，関務署，華商紗廠連合会に打電

して， l:海方面U)紡織業者が非公式に政府に 4

級制採用を請願しているが，これは大会決議に

反しており，華商紗廠連合会の名義を借りた勝

手な交渉は大会の決議した主張に基づくもの

ではなく無効てあるとしたのであるり］3)。こ U)

無錫詞業公会の屯報を受けて開かれた11月12日

の華商紗廠連合会第12次執行委員会において，

武進民豊紗廠経理劉孟靖から，無錫同業公会か

らの来電は連合会の執行委員・監察委員に対す

る不佑任を怠味するものであり，翌日の大会に

おいて｛言任決議を採決することが提案され，承

認されたぼ14)0 

無錫同業公会U)指摘の通り．大会決議案には

4級制への改訂要求は全く盛り込まれておら

ず書 1933年12月くこ改正された『華商紗廠連合会

会章』 0) 「第 9条 執行委員会は本会章の規定

する会員大会の決議により職権を行使する」と

いう規定からずると (ill.,！，たしかに執行委員会

の4級制への改訂要求は職権を逸脱したもので

ある， しかも表］2から分かるように囀統税改u、I

問題発生以降， 6回開催された華商紗廠連合会

執行委員会に，無錫同業公会に属する委員が出

席していた (1)はわずかに 2回のみてあり，執行

委偵会との間に充分な意志の疎通がなかったの

かもしれなし＼， しかしl(JIl228に1汲制への改

,iIを議願した唐星海執行委員は，無錫同業公会
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hllり政府間1い：こおける綿糾統悦改，，［Itl坦と II中紡織貸本

表12 華商紗廠連合会第 8次執行委員会～第13次執行委員会出席者

第 8次 (1934年10月11日）第9次 (1934年10月18日）第10次 (1934年10月25日）

巨[: I~ :［三 旦三．宝興）・蘇路生

（振泰・宝興）・晶瀦生

疇蘊・李洪華（蘇綸）：
劉孟靖（民豊〗---------------------

［蘇汰餘・羅輝宗（裕華） 1

-----------

菖鵬（裕元）・黄首民

第11次 (1934年］］月 2日）

◎郭順（永安）

贔洸生（恒豊）

董仲生（統益）

秤春生（振華）

苗首民（薄益）

栄輔仁（甲新）

栄偉仁（申新）

劉孟靖―--（民豊）T

：李升伯（大生ー）→
蔵覇直・李澳華（蘇綸）：

塑いとり
|1唐星海（慶豊三汀

溝疇・羅輝宗（裕華） 1

疇配；ー（紐元）・黄首民

第12次 (1934年11月12日）

王啓宇濯奉・宝興）

黄首民（博益）

膵春生（振華）

贔瀦生（口豊）

董仲生（統益）

黄首民（浦益）

栄輔仁（申新）

疇仁・采輔仁（申新）

膵春生（振華）

繭蜃霊・李澳華（蘇綸）．
釘孟靖（民豊）→
靡疇．羅輝宗五涵翻

董鵬ー；（裕元）］・黄首民

第13次 (•1934年12月 3 1::::1) 

I )郭順（永安）

王啓宇（振泰・宝興）

贔滞生（恒豊）

董仲生（統益）

秤春生（振華）

王啓宇（振泰・宝輿）

栄偉仁・王子純（申新）

栄宗敬（申新）

厳裕棠（蘇綸）
魯J孟靖（民豊）
圏輝・羅輝宗（裕華） 1

菖薦之i（裕元）・黄首民

・・贔路生（博益）

劉孟靖（民豊）、. ． ． ． ． ． ． ． ． ．・ • • • • • • • • • • • • • • ●・・
墓藍覧（蘇綸）ヤ；劉靖基・（大成）'

李升伯（大生~)
9, ..• -. -9, .•,....., 

厳裕棠（蘇綸）＇

旦三•困直
i蘇汰餘（裕華） 1

攣鵬ど・黄首民（裕元）

（出所） 各次 I執委会会議録 1 （連合会桔案）。

（注） （1) ：りは主席を示す。

(2) 名前の後の（ ）内は所属工場。

(3) ::::--．無錫以外の江蘇省，ロニ〗無錫，こ二武漠，’―---：ー天津，
(4) は，委任し欠席し｝＂も 0)を示す。

葺汰餘・羅輝宗・位遍〗
’□g翰西（広勤） 1•I

(5) 執行委員・監察委員は1933什12月 1日砂華商紗廠連合会臨時会員大会て選出された以下2[）名

（『紡織時報l第1043号 1933年12月 4日）。

執行委員：郭順・晶湘生・黄首民・王啓宇・蘇汰餘・栄宗敬・劉孟靖・厳裕棠・穆蘊初・

李升伯・唐星悔・栄偉仁・鄭益之・栄鴻三・湛寵之

監察委~'1 :宋立峯・董仲生・膵春生・劉柏森・察鍼三

((i) 民国24年度役員は、 1931打 6月 4日の筍 2欠執行委員会で選出された以下の者（「民国23年，p

月26日第 2次執委会」［連合会桔案］）。

主席郭順，常務委員 栄宗敬・贔瀦生・黄首民

67 



1995050068.TIF

に所属する慶豊紗廠第二廠の経理であることか

ら，少なくとも執行委員会内部では， 4級制へ

の改訂を請願することについての意志の集約は

とれていたのであろう。このように考えれは，

無錫同業公会の異議は，単に手続き tの間閣に

向けられたものてはなく，国民政府が新間なと

(}）仇論(})絲まりにより，現実に綿紗統税を 4級

制に改り［して増悦を実施するおそれか現われた

ためになされたものであった。また＇ 'l:海日日

祈揖l』は，華商紗廠連合会内部において 4級制

への改り［要求をめぐり，細番手糸化J)進んだ永

安・中新などの企業が 4級制への改，ilを請願す

ることに反対し，太番手糸をi：に1・足tしていた

その他のr．場との間に対立が生していることを

しはしは伝えてしヽたい1]6)。 しかし10月22日に，

唐星悔とともに 4級制への改iIを，119願したり：ょ

永安紗廠の郭IIIfiてあることからすれは，民族紡

の中には在華紡と同様に 2吸制の維持を惰む企

業はほとんとなかったことも明らかてある。こ

(}）ような事実から，綿紗統税改，；Iをめぐる民族

紡内の意見(})t、tれは，請願U)中に増税後の笠後

瑣としての 4級制への改1;［要求を含めることの

是JI:9 1t葉を代えるならは，断I191]として増悦0)

中止・延期のみを油願するのか，条件付きなら

は附悦をi忍めるのかにあったのてある。無錫IIfl

業公会の涅議により表面化したこいけ立は，第

2次全体会ふにおいて，増税の延期・中ll.0)み

の乱'i頻で意見の集約が図られることになった

4級制への改iI要求はあくまでも善後策て‘あり，

増税自体の延期・中止を求める(})てあれば比較

的容易に、意見の染約を図ることか可能であった

わけである。

2. 民族紡の再結束と統税改訂の挫折

11月13日U)華商紗廠連合会の第 2次全体会議
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にも，全国から 50工場：34人の代表が参加した

（表11参照）。最初に劉孟靖執行委員からの提案

により，連合会執行委員・監察委員に対する信

任決議が採られ，全会一致で信任された。次（こ

前回の請願の結果は， 10月28日の決議案にはほ

と遠いとして＇新たに以下の 4つの決議をした。

(1)再度，行政院，実業部，財政部に増税の延期

を請願する I,2民族紡を救済するためには， ま

す柑応の方法と保障を明らかにすることか必要

てある。 (3)上述の 2条件で結果を得られなかっ

た場合，民朕紡は暫時の一斉操業倅止に人るヘ

(4)民族紡に対して， 1934年の関税改汀による綿

花輸人税のり1上げ分を暫時徴収停l［にすること

を出りすることの 4点であった付il7）。こうして

華商紗廠連合会は，増税延期要求で一致するこ

と：こなった[,1]ド。そして，国民政府が充分な救

済案を提示せずに増税を行なった場合には，一

斉操業停止による膨大な失業者の発生という ft

会不安を誘発する手段に訴えるとしたのである。

しかし，この決議に対して国民政府が何の反

応もぷさなかったため， 12月3日U)華商紗廠連

合会第13次執行委員会において，前大会で決定

された代表てある唐星海，郭順，晶渦生，劉清

恥厳慶祥，董仲生らが南京に請願に赴くこと

となった旧19), 12月5比病気や訃報のため：こ

代表団に加わることのてきなくなった郭lIIH、唐

星海，厳慶祥にかわって絆明剣，栄徳生，江l:

達をメンバーに加え，華商紗廠連合会の代表団

が南京に赴いた。翌 6日，彼らは行政院，実業

部に対して191'凋を行なった。請願u)内容は，日

本，アメリカ，イギリスでは綿製品は税制而で

優遇されており，生活必需品である綿製品に対

する増税は係文の三民主義にも反ずること、紡

織業は里大な危機に直面しており，これ以上の
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負担には耐えられなし)ことなとを述べ彎増税0)

延期を請願したのであった灼i'］I)'。請願から上海

に戻った代表は，今回())請願0)結果にます満足

しており，民族紡には僅かてはあるか希惰かあ

ると表明した□21'1。今日の請願か全体会議から

l力月近く経た後に行なわれたことを考えれは，

これは五葉どおりの意味以上に、華商紗廠連合

会が統税増税の実施延期に確｛言を深めた発五と

取ることかできよう J

また，堆商紗廠連合会は統治政党てある国民

党にも働きかけて，政府を動かそうと試みたっ

1934年12月10Hより開始された日民党第五中仝

会におしヽて、呉椎暉， 石瑛ら 5人())委員から

「政府により令国紗廠を恐慌から救済する法曹

およひl：布の販路を押し広ける法を確t：こ，没

け，民生を豊かにい企菜を維片することを翡

う案」（以卜＾，「救済紗廠寮 と略）か捉出され］2

月14日に通過した())てある＾この案は 3項目か

らなって＼， lたか，その中の第 2項は｀「可能な

範囲内て輸人1しl税をリlき上け， ltl内悦をりlき l<

けること 1 とし)うものであり，叫らかに綿紗統

悦の増税を怠識したも())てあったいi]219ヽ ，しかし彎

民族紡はこの案の効力につし lて，あまり期待は

していなかったようである，民放紡ぱ此；は歓

迎U)姿絡を見せなからもりi'l:¥)， こU)'冬か実I釈に

実施される())かを疑間視していた また、 もし

実施されたとしても、 こり程度U)救済案では中

国紡織業界全体の累気に変化か見られるも (j)て

はなかったため、この案U)効果にも疑間を持っ

てし)}このてあるりi2 1,、,＇：た際，こ (j)1救済紗祁案｝

U)税仙lU)I[！1 1につし、て， fi政院から翡行を命し

叫昌政i[［！罪1屯」，こおける綿紗統悦改，［I：：濾！こ II中紡賊＼’f1入

｛こきて、軽減を求めてしらか，財政部U)研究に

よれは民族紡の衰退の原因は複雑を極めており、

統税の軽減I))みては根本的な解決になるか大き

な疑間てあるとして，統税i))軽減ぱ適’'iてはな

し)と行政院に回答した 0)だったり噂）。糸内局，民

朕紡J)f想通り減悦の引目は行なわれすしまし)

レ+ユ
- 仁トずノ） ＋ I,-。

-Jjて財政部ふ 2級制の下ての増税案：こ代

えて， l又l1にホしたような細番手糸への課税額

を押さえた l級制案により，在華紡，民族紡双

JjU)K持を取り付けるべ<, 4級制案をます在

華日本紡績同業会に内がすることとなった 」

敦制案は民朕紡側u)要求てあり，同案U)採用に

つし';て{L雄日本紡績lnJ業会は反対U)立場を採フ

てt;t;，i lI9［しかしこの 4級；い）＇名：よ等級ことり

附税字から五って，民朕紡り嬰求とは利り出ヽ(l.

華紡に妥協的なも())てあった。そのため {1華日

本紡績同業会はこれをボ認し -r も構わな t;，とし

たか八il7'，財政部は民朕紡u)t1が甑巫重加）翡まり

から、 これを発表ずることを差し控えたようて

ある＿，

そして翌1935年 5月に，在華紡に新たな 4級

闘案を捉ぷした'- l'XI lから分かるように， こオし

はI7番 fまて V)太番手糸u)税額は1l l l lヽ^句J)｛I:

華紡「｝、］小案と 14してあったか，それ以 1：り訓番

「糸：こ吋してば番手か仙くなるにしたかって悦

もあかっており，悦負担i))不均衡か足化され

る案とな？て t]，だ しかしこ J)提案ば、細番丁：

忍い『中心U)在華紡U)利益と貞っ向から対立す

るもいてあった，恐慌il lにもか力滉）らす号舒‘貨

u)堅’Jこ゜さから刊益をあけて t)た｛臼底紡てあ）だ

られた財政部は、翌l(）35年 2l lにな、）て， 1川悦 力、令こり）提案を111対したため＇ 1,]民政府は

はfII‘り程1庄よてり1さtけており， また統悦につ ！¥lj塞かりとなり統悦り1き 1ヽ△けV)実施を，祁めさ

しヽ てぱ` II'1年末U)1沿況から民牧紡か何度も，心刷i るを得なくな＇）た 維麻紗船叱合公も,)I l 2:i, I I 
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図 11934~35年綿紗統税改訂の動向

| 「綿紗統税条令一

(1931年 1月28日公布， 2月 1日施行）

1包につき

23番手以下 8.58元

「財政部税務署提示の改訂案J
(1934年1(）月 8日）

2級制を維持

1包につき

23番手以下 1(J.0(）Jじ(16％増）

24番手以上 13.85元 (19％増）

（ ）内は31年税制との比較

↓ 

「財政部内示の 4級制案 I

(1934年11月下旬）

illi包[l［；：；）：ロ
「財政部内示の 4級制案」

(1935年 5月l

l包につき

17番手まで 9.43元 (10％増）

23番手まで 10.85元 (26%増）

35番手まで 14.06元 (21％増）

36番手以上 18.75元 (61％増）

（出所） 『紡織時報i 第769号 1931年 2月 2日／『上海日日新間:. 1934年

l(）月30日／「有吉公使発広田外相宛第897号 I ]934年12月 l日（外交史

料②）／「華紗廠謂免増綿紗統税ー（『銀行周報』第21巻第14号 1937年

4月13日）。

に開催された35年度年会において，国民政府か

統税41上げを見送ったことを確認したのてあ

る信29)0

（注 l) 『紡織時報』第1133号 1!134年11月5U/r紡

織周刊』第1巻第44期 1934年10月291l/'『大公報』 1934

年11月2rl/『新聞報』 1934年11月2IL 

（注 2) 『紡織周刊』第4巻第45期 1934年11月5H。

直 3) 「民国2:1(19:-14)年11月211箪11次執委会

（連合会枯案）／『 I詢 llH新聞』 1切4年］］月 31l。

ほ 4) 『紡織時報』第1132号 1934年11月1日／r新

聞報』 1934年11月］ I］／『大公報』 1934年ll)|1日。

（注 5) 「く社論＞棉貨出口退還一部伶原料税之剖晰」

(『新聞報』 19:i1年II月4日）。

(it 6) 『 I•詢 1111 新聞』 1934年 l l l l 8 [lC 

（注 7) 『朝報』 1934年10月31Lieただし『紡織時報』

第1136号 1934年11月15Hによった。

70 

（注8! qtt界日報J 1郎4年11月1He 

（注り I Cく社論＞華柑紗廠連合会為統悦案請願後之

所感」（『新聞報』 1934年11月1日）／「く社論＞読財政当

局為綿紗統税事談話書後J (『新聞報』 1934年11月2[1)。

（注l(）） 『大公報』 1934年］1月3日。

（注］lI r 大公報』 19:¼年JI 月 7H 。

（注l21 民国23(19'.W lj 11月2l::::l第ll次執委会j

（連合会枡案）。

（注13) 『新聞報』 1934年11月9日。

（注l4i 一民国23(19&1) ;i-11月121:::1第1:2次執委会j

（連合会朽案）

(it15) 『紡織時報』第］013号 1933年12144日。

（注16) 『上海Hl::::l新聞』 1934年10月30f::l/f,i]紙 1934 

年11月3ll。

直 ]7) I民国23(1934)年11月13n全仕公ふ（連合

会朽案）、9；・紡織時報』第1137り 1934年11月1811/『紡

織周fll』第4巻第46期 1934年11月12日／『新聞報』 1934

年11月14日。



（注18) 『新聞報』 1934年12月6H, 7 1iは，後述す

る請願に無錫の代表も加わっていることを報している c

（注19) 「民国23(1934)年12月3日第13次執委会」

（連合会枡案）／『紡織時報』第1142号 1934年12月61l/

『新聞報』 1934年］2月41]。

華商紗厳連合会執行委員会は通常月 1回の割合で開催

されていたか，統税改訂発表後には10月に 3回， 11月に

2回開催され，執行委員会以外にも全体会議か10)J, 11 

月に各 1回すつ開催され，統税改訂に対する華商紗廠連

合会の危機意識の高まりを示していた。しかし11月1211

の第12次執行委員会から12月3IJ O)第13次執行委員会ま

てには，約 1カ月の間があり通常の間隔に戻ってし、な

ここから者えると，華商紗廠連合会執行委員会は， llJJ 

中旬u)時rばで統税改訂をほぼ阻止し得たと考えてし、たの

であろう

（注20) 『紡織時報』第1143号 1934年12月JOH/『新

聞報』 1934年12月7ll/『上海IH」新聞』 1934年12月 7

H/r上海ll報』 1934年12月7IL 

(il:21) 『新聞報』 19：舛年12月8l l。

（注22) 『革命文献』第79輯台北中央文物供応社

1978年／r紡織1/jiflj』第 5巻第 3期 1935り． 1月191i。

なお呉稚師，石瑛以外の委員は察元培， 1超Ji，張人傑

の3人てある。

19:Wn(）月の綿紗統税改訂に際して，中政会なと国民

党内において民族紡の要求を支持したのは，呉稚騨，石

瑛らいわゆる元老と考えられる。呉稚暉は，申新紗廠0)

栄宗敬，栄徳牛兄弟をはじめとする無錫0)紡織業者たち

と同郷という地縁で結び付いており（李占才，張凝『著

名民族賓本家栄氏兄弟』鄭）小I河南人民出版社 1993年

108ペーシ）、特に栄宗敬・申新紗廠に対しては， 1927年

0)「こ五庫券」のり 1き受け額の減額げ茂新，福新，申新

系統栄家企業史料』 上巻 195~197ヘーシ）， あるいは

1934年(1)申新紗廠「国有化」事件における救済（『茂新，

福新，申新系統栄家企業史料』上巻 414~420ペーシ）

なとにおいて，国民党内で影響力を行使していた3 また

1934年当時南京市長であった石瑛は， 1924~27年まで式

昌高等帥範大学校長， 1928年湖北省建設庁長、同年から

1931年まて武漢工学院院長． 1931年浙江省建設庁長を勤

めていた（徐友春編『民国人物大辞典』い家荘 河北人

民出版社 1991年 146ページ）c 石瑛か，湖北省，浙il_

省という紡織上場か集中していた 2地域において建設Ii

長や教育職を歴任していた事実からすれは，これら 2地

域の紡織業者との間に何らかの繋かりかあったことは間

旧lは政府柑l[1月/・]における綿紗統悦改，，JI:：]題と II中紡織fiイ

違いあるまい。

（注23) 『紡織時報』第1145号 1934年12月17il/『紡

織周flj』第4巻第50期 1934年12月17日。

（注24) 『紡織周刊』第5巻第 1期 1935年 1月5IL 

（注25) 『い毎日報』 1935年 2月8日。

（注26) 『新聞報』 1934年11月14H/『|:海HH新聞』

1934年11月23H。

（注27) -11吉公使発広田外相宛第897号」 1934年12

/J 111 （外交史料②）。

（注28) 「華紗廠請免増綿紗統税」（『銀行周報』第21

巻第14号 1937年4月13日）。

(ii29) r新聞報』 1935年 5月24U/r紡織時報』第

1188号 1935年5月30|］、こ

おわりに

以 tのような考察から得られる結論として指

摘しておかねはならぬことは， 1934年の綿紗統

税改u'Iの失敗が，同時期の景気，外交関係の影

響のもとでの，財政の維持と産業保護という 2

つの課題を解決するための，政府と内外の紡織

資本との間の利害の調整の結果てあったという

ことである。

1934年という中国経済か悪化していた時期に

もかかわらず，行政院財政部は税収増加政策0)

一環として綿紗統税の増税を実現しようとしたc

その際．財政部は同時期の日中関係も考慮に人

れ， 2級制の維持・輸出綿糸に対する綿花輸人

税の払い戻しなど，在華紡に有利な条件を提ホ

することによって，在華紡0)承認を受けつつ，

民族紡に増税を追ろうとしたが，これに対して

在華紡は，税制上における自らの利益が維持さ

れる範囲において増税案を承認したc 一方，民

族紡には，統税改討問題の経緯からも分かるよ

うに．国民政府の政策決定過程に直接的に関与

する制度的機会が設けられていなかった。その

7I 
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ため華商紗廠連合会は，国民政府・国民党内の

審議過程をにらみつつ，財政部，実業部，棉統

会，行政院，中政会などへの請願を通して，間

接的に彼らの要求である増税の中止・延期，そ

れが不可能な場合の 4級制への改訂を政策U)中

に反映させようとした。また，民族紡は呉稚暉，

石瑛らを通して統治政党である国民党を動かし，

国民政府の政策決定過程に彼らの利益を反映さ

せようともした。このような民族紡(})請願の中

で，中政会の反応は統税改訂の失敗に大きな影

響を与えることになった。中政会に再検討を求

められた財政部は，民族紡の要求であ-)た l級

制案を採用して増税の実現を図るが，すてに民

族紡は増税(})延期要求で一致しており，また民

族紡擁護の柑論の高まりや，在華紡の財政音脳案
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受入れ拒否などにより増税を断念せさるを得な

くなったのである。こうして民族紡の増税の中

止・延期という要求は，結果的に国民政府の政

策に反映されることになったのである。

国民政府の統治形態は，一面において民国以

前の請願とそれに対する裁可という伝統的形態

を継承したものであったが．他面においてこの

時期の綿紗統税問題にみられるように，紡織資

本か請願内容への支持を新聞を通して世論に訴

えたり．あるいは国民党を通じて政府を動かそ

うと試みたりするなど，それまでとは異質の政

治状況か存在していた。このような国民政府期

中国の，国策決定をめぐる民族資本家の意志を

伝達する回路のありようこそが，統税増税の失

敗という結果に大きく作用していたのてある。

（広島大学大学院文学研究科博t課程）
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